
　2023年4月、マルテSFは弁当仕出し・惣菜の製造販売事業から冷凍

食品製造事業へ業態転換を行い、新たな商品やサービスの提供を開

始しました。これに伴い、新たな冷食製造設備の導入や、さんれいフー

ズと共同で商品開発などを行っております。今後は美味しい冷凍食品

を多くの人にお届けできるよう努めてまいります。

　さんれいフーズは、働きやすい職場環境を目指し、様々な取組みを始

めています。まちの飲食店の応援にも繋がる社食サービス「びずめし」の

導入や、アニバーサリー休暇の導入など、社内制度の見直しや福利厚生

の充実、職場環境の整備を進めています。これからも働く社員の“幸せ”

を会社全体で考え、さらなる働きやすさ向上に取組んでいきます。
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さんれいフーズ50周年記念事業

働く環境整備、着 と々 マルテSF事業転換

　2022年4月にさんれいフーズは創立50周年を迎えま

した。社員15名からなるプロジェクトチームを作り、記

念事業として、①ブランディング動画制作、②特設WEB

サイト制作、③制服プロジェクト、④記念誌制作 を行い

ました。特設サイトには、社員から募集した「未来メッ

セージ」を掲載。また、記念誌は50年の歩みを振り返り

ながら、近年の女性活躍や外国人技能実習生、クリームコロッケ誕生、海外事業などの

知られざるエピソードを全92ページにまとめました。制服は夏用ポロシャツ、冬用ブル

ゾンともイメージを合わせ、社員のアイデアをデザインに取り入れました。

　これからも創業時の信念を受け継ぎ、かつ変わりゆく社会に素早く対応しながら食の

豊かさを提供し続けてまいります。

2023年4月　社員向けの冷凍弁当販売開始びずめしを利用する社員

①ブランディング動画

②特設WEBサイト制作

③制服プロジェクト

④50周年記念誌制作

さんれいフーズのブランディング動画を
制作。WEBサイトで公開するほか、テレビ
CMなども展開しました。

社員から募集した未来メッセージを
約500件掲載。未来にも期待を込めて。

快適かつモチベーション向上につなが
るように新たな制服のデザイン作りに
は社員も参加しました。

50年史を制作。さんれいフーズ成長の
歴史を紐解き、共有し、未来へ受け継ぎ
ます。

2022年6月　3年ぶりにさんれいディナーインビテーショナルプレミアム開催（松江・ホテル一畑）2022年6月　3年ぶりにさんれいディナーインビテーショナルプレミアム開催（松江・ホテル一畑）

2022年11月　アンコンシャスバイアス研修2022年11月　アンコンシャスバイアス研修 2023年3月　50周年記念誌完成2023年3月　50周年記念誌完成 2023年4月　仙台オフィス開設2023年4月　仙台オフィス開設

2023年3月　春期総合食品展示会開催2023年3月　春期総合食品展示会開催



売上高の推移（連結・単独） 経常利益の推移（連結・単独）
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本　社

設　立
資本金
従業員数

役　員〒683-8506 鳥取県米子市旗ヶ崎2147
TEL （0859）33-6165 FAX （0859）34-9051
1972年4月
1億円
329名

本　社

設　立
従業員数

〒692-0011 島根県安来市安来町1054
TEL （0854）22-3138 FAX （0854）23-2686
1987年10月　資本金  9,000万円
154名

本　社

設　立
従業員数

〒697-0017 島根県浜田市原井町3050-7
TEL （0855）22-2456 FAX （0855）22-9548
1999年1月　資本金  5,000万円
94名

本　社

設　立
従業員数

〒680-0914 鳥取県鳥取市南安長2丁目633-1
TEL （0857）26-2006 FAX （0857）27-9178
2007年2月　資本金  5,000万円
59名

中期計画（23-25計画）策定

23071000

防災イベント
「イザ！カエルキャラバン！in よなご」

会社概要 （2023年6月1日現在）

山陰酸素グループは山陰酸素工業を中核企業とする

同一資本の3業種12社2組合で構成する企業グルー

プです。エネルギー関連、自動車関連、食品関連と多

岐にわたる事業を山陰地方全域で展開しています。

2022年度グループ売上高構成比
※総売上高は各社の売上高を単純合算したものです
　（単位：％）

エネルギー
34％

自動車
23％

食品
43％

総売上高
696
億円
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並河　元

畠山広幸

門脇寛行

永田研一

小笹宏典

角田哲也

吉野成俊

伊藤哲也

原田健志

古杉　亘

佐々木優和

保田　実

野々村正仁

細木　晃

     

（全社統括）

（全社統括） 

（地域事業部、広域事業部、商品部管掌）

（物流部長）

（製造部、総合品質保証部管掌）

（広域事業部長）

（管理部長）

（地域事業部長 ）

（企画部長）

（広域事業部副部長、市場開発統括）

（商品部長）

（製造部長）

グループ全体で一つの方向に向かいます 種類が豊富な防災食を紹介

中期計画
23-25
計画

現在 2023-2025 2026-2028 2029-2031 未来

中期計画
26-28
計画

中期計画
29-31
計画

2023年
ありたい姿

2022年度決算概況

　2022年度の連結売上高は224億円(前期比

107.2％)、連結経常利益▲2.5億円(同▲109.4％)

と増収減益となりました。

　事業別では、地元食材卸である地域販売で、新

型コロナウイルス感染状況による影響が続いて

いるものの、外食や旅行等レジャー関連での持

ち直しの動きを受け、売上高は115億9千万円(同

117.2％)と前年を上回りました。

　自社製品を全国に販売する広域販売において

は、水産原材料の減少と漁獲規制による高騰で、

売上高は64億8千万円（同96.0％）と前年を下回

りました。

グループ中期計画（23-25計画）では、現状の課

題抽出から計画立案するグループ長期ビジョン

（未来のありたい姿）からのバックキャストによ

り作成。新たに5つのプロジェクトチームを組成

しました。成長領域の拡大、収益力強化、働く人

のウェルビーイングの実現を目指してグループ

シナジーを創出します。

2022年10月に「親子で楽しく防災を学ぶ」を 

テーマとした防災イベントに米子地区会が参 

加。省エネ機器や非常用発電機や防災食を展

示しました。ブースで使用する電気はEVサクラ

から給電。また「ドローン」を操縦しての消火体

験ゲームなど計400名以上の親子に楽しく学べ

るプログラムを体験していただきました。


